
入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
四
九
五
）

一　

問
題
の
所
在

傷
害
保
険
は
、「
外
来
性
」
が
保
険
金
支
払
の
要
件
の
1
つ
で

あ
り
、
こ
れ
が
問
題
と
な
る
場
面
と
し
て
は
、
大
別
す
る
と
以
下

の
2
つ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
そ
も
そ
も
外
部
か
ら
の

作
用
が
存
在
し
た
か
（
例
え
ば
、
入
浴
中
に
死
亡
し
た
被
保
険
者

の
死
因
が
溺
死
か
心
臓
発
作
か
）
が
争
わ
れ
る
場
合
、
第
二
に
、

外
部
か
ら
の
作
用
が
存
在
す
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
（
ま
た
は
証

拠
上
認
め
ら
れ
る
）
が
、
そ
の
外
部
か
ら
の
作
用
が
生
じ
た
原
因

（
原
因
の
原
因
）
が
被
保
険
者
の
疾
病
で
あ
る
か
（
例
え
ば
、
入

浴
中
に
被
保
険
者
が
溺
死
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
溺
死
の

原
因
が
、
転
倒
・
居
眠
り
な
ど
の
事
故
か
、
心
臓
発
作
で
意
識
を

入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例

東
京
高
裁
平
成
二
四
年
七
月
一
二
日
判
決
（
平
成
二
三
年
（
ネ
）
第
六
九
〇
七
号
、
保
険
金
請

求
控
訴
事
件
）
自
動
車
保
険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
1
9
1
4
号
4
頁

原
審
・
東
京
地
裁
平
成
二
三
年
九
月
一
三
日
判
決
（
平
成
二
一
年
（
ワ
）
第
二
七
六
八
号
、
保

険
金
請
求
事
件
（
第
一
事
件
）、
平
成
二
一
年
（
ワ
）
第
一
四
八
二
五
号
、
保
険
金
請
求
事
件

（
第
二
事
件
））
自
動
車
保
険
ジ
ャ
ー
ナ
ル
1
9
1
4
号
1
3
頁

梅　
　

村　
　
　
　
　

悠

判
例
研
究

二
一
五



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
九
六
）

の
で
は
な
い
こ
と
ま
で
主
張
、
立
証
す
べ
き
責
任
を
負
う
も
の
で

は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
し
た
原
審
判
決
を
引
用
し
て
、

溺
水
の
原
因
が
疾
病
で
あ
る
こ
と
の
立
証
責
任
は
保
険
者
に
あ
る

と
し
た
。
そ
し
て
、
保
険
者
が
立
証
す
べ
き
溺
水
の
原
因
（
争
点

②
）
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
複
数
の
鑑
定
意
見
を
比
較
・

検
討
し
た
う
え
で
、
溺
水
の
原
因
は
基
本
的
に
疾
病
に
よ
る
と
し

て
、
免
責
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
同
種
事
案
の
解
決
に

お
い
て
参
考
と
な
ろ
う
。

二　

事
実
の
概
要

Ｘ
1
会
社
（
昭
和
4
7
年
、
電
気
工
事
、
家
電
器
具
販
売
等
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
有
限
会
社
）
は
、
平
成
8
年
4
月
3
0

日
、
同
社
の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
た
Ａ
ほ
か
1
人
を
被
共
済

者
と
し
て
、
Ｙ
1
（
中
小
企
業
に
お
け
る
災
害
補
償
共
済
事
業
等

を
行
う
財
団
法
人
）
に
加
入
し
た
。
Ｙ
1
の
規
約
に
は
、
被
共
済

者
が
災
害
（「
急
激
か
つ
偶
然
の
外
来
の
事
故
で
、
身
体
に
傷
害

を
受
け
た
も
の
を
い
う
」（
9
条
））
を
被
り
、
事
故
発
生
の
日
か

ら
1
年
以
内
に
、
そ
の
災
害
が
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
死
亡
し
た

と
き
は
、
死
亡
補
償
費
（
2
0
0
0
万
円
）
を
支
払
う
（
1
6
条

1
項
）
と
と
も
に
、
Ｙ
1
は
、
被
共
済
者
の
疾
病
等
に
よ
っ
て
生

消
失
し
た
な
ど
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
）
が
争
わ
れ
る
場
合

で
あ
る
（
塩
崎
勤
ほ
か
・
保
険
関
係
訴
訟
6
3
3
〜
6
3
4
頁

（
民
事
法
研
究
会
、
2
0
0
9
年
））。

本
件
は
、
既
往
症
の
あ
る
7
5
歳
の
男
性
が
自
宅
浴
槽
内
で
溺

死
し
た
と
こ
ろ
、
外
来
性
の
要
件
を
欠
く
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

同
男
性
の
加
入
し
て
い
た
傷
害
保
険
契
約
・
共
済
契
約
に
基
づ
く

死
亡
保
険
金
・
死
亡
補
償
金
請
求
を
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
原
告
ら

が
そ
の
支
払
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
同
男
性
の
死
亡
の
（
直
接

の
）
原
因
は
溺
水
吸
引
に
よ
る
窒
息
死
で
あ
る
こ
と
が
証
拠
上
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
記
の
分
類
で
い
え
ば
、
本
件
は
第
二
の

類
型
に
該
当
す
る
。

従
っ
て
、
外
部
か
ら
の
作
用
（
溺
水
）
の
原
因
が
何
で
あ
る
か

が
主
た
る
争
点
と
な
る
が
（
争
点
②
）、
そ
の
前
提
と
し
て
、
本

件
事
故
に
お
け
る
外
来
性
及
び
内
因
性
の
立
証
責
任
の
所
在
が
問

題
と
な
る
（
争
点
①
）。
争
点
①
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
近
年
の
最
高
裁
判
決
（
最
判
平
成
一
九
年
七
月
六
日
民
集
6

1
巻
5
号
1
9
5
5
頁
〔
以
下
「
平
成
1
9
年
7
月
最
判
」
と
す

る
〕
な
ど
）
と
の
関
係
が
問
題
に
な
り
得
る
と
こ
ろ
、
本
判
決
は
、

平
成
1
9
年
7
月
最
判
に
基
づ
い
て
「
保
険
金
等
請
求
者
は
、
…

被
保
険
者
の
傷
害
が
被
保
険
者
の
疾
病
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
も

二
一
六



入
浴
中
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溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
四
九
七
）

す
る
も
の
）
に
加
入
し
た
。
同
保
険
契
約
の
約
款
に
は
、
Ｃ
保
険

会
社
は
、
被
保
険
者
が
急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て

そ
の
身
体
に
被
っ
た
傷
害
に
対
し
て
、
保
険
金
を
支
払
う
（
1
条

〈
1
〉）
が
、
被
保
険
者
の
脳
疾
患
、
疾
病
ま
た
は
心
神
喪
失
に

よ
っ
て
生
じ
た
傷
害
に
対
し
て
は
保
険
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と

（
3
条
〈
1
〉）〔
※
判
旨
の
認
定
事
実
に
お
い
て
は
言
及
さ
れ
て

い
な
い
が
、
筆
者
が
確
認
し
た
〕、
被
保
険
者
が
第
1
条
の
傷
害

を
被
り
、
そ
の
直
接
の
結
果
と
し
て
、
事
故
の
日
か
ら
そ
の
日
を

含
め
て
1
8
0
日
以
内
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
保
険
証
券
記
載
の

保
険
金
額
の
全
額
を
死
亡
保
険
金
と
し
て
死
亡
保
険
金
受
取
人
に

支
払
う
（
5
条
〈
1
〉）
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
以
上
の
保

険
契
約
に
お
け
る
当
事
者
の
地
位
は
、
平
成
1
7
年
2
月
2
8
日
、

Ｃ
保
険
会
社
か
ら
Ｙ
3
（
傷
害
保
険
等
の
損
害
保
険
の
引
受
け
を

主
た
る
業
務
と
す
る
外
国
法
人
）
に
包
括
移
転
さ
れ
た
）。

Ａ
は
、
平
成
1
4
年
8
月
こ
ろ
、
簡
易
生
命
保
険
（
災
害
特
約
、

疾
病
傷
害
入
院
特
約
を
付
し
た
全
期
間
払
込
8
0
歳
満
期
養
老
保

険
で
あ
り
、
効
力
発
生
年
月
日
を
平
成
1
4
年
8
月
2
8
日
、
保

険
金
額
を
2
0
0
万
円
、
特
約
保
険
金
額
を
災
害
特
約
2
0
0
万

円
、
疾
病
傷
害
入
院
特
約
2
0
0
万
円
、
保
険
契
約
者
及
び
被
保

険
者
を
Ａ
、
満
期
保
険
金
受
取
人
を
Ａ
、
死
亡
保
険
金
を
Ｂ
と
す

じ
た
傷
害
に
つ
い
て
は
、
補
償
費
を
支
払
わ
な
い
（
1
9
条
1
項

（
5
））
旨
の
条
項
が
存
在
す
る
。

Ａ
は
、
平
成
1
2
年
3
月
1
5
日
、
Ｙ
2
（
組
合
員
に
対
す
る

共
済
事
業
等
を
行
う
消
費
生
活
協
同
組
合
）
と
の
間
で
、
傷
害
共

済
契
約
（
被
共
済
者
を
Ａ
、
契
約
タ
イ
プ
を
シ
ニ
ア
傷
害
タ
イ
プ

（
基
本
契
約
共
済
金
額
は
5
0
0
万
円
）、
共
済
期
間
を
平
成
1
2

年
2
月
1
日
（
発
効
日
）
か
ら
1
年
と
し
、
1
年
ご
と
に
自
動
的

に
更
新
さ
れ
る
も
の
）
を
締
結
し
た
。
Ｙ
2
の
傷
害
共
済
事
業
規

約
に
は
、
Ｙ
2
が
共
済
金
を
支
払
う
べ
き
「
不
慮
の
事
故
等
」
と

は
、「
急
激
か
つ
偶
然
な
外
因
に
よ
る
事
故
」
を
い
い
、「
溺
水
、

窒
息
及
び
異
物
に
よ
る
不
慮
の
事
故
は
、
外
因
に
よ
る
事
故
に
含

ま
れ
る
が
、
疾
病
に
よ
る
呼
吸
障
害
、
嚥
下
障
害
、
精
神
神
経
障

害
の
状
態
に
あ
る
者
の
食
物
の
吸
入
又
は
嚥
下
に
よ
る
気
道
閉
塞

又
は
窒
息
、
そ
の
他
の
物
体
の
吸
入
又
は
嚥
下
に
よ
る
気
道
の
閉

塞
又
は
窒
息
は
、
外
因
に
よ
る
事
故
か
ら
除
外
さ
れ
る
」（
別
表

第
2
）
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
は
、
Ｃ
保
険
会
社
の
傷
害
保
険
契
約
（
被
保
険
者
を
Ｂ
（
Ａ

の
妻
）
及
び
Ａ
死
亡
保
険
金
受
取
人
を
法
定
相
続
人
、
死
亡
・
後

遺
障
害
保
障
額
を
1
0
0
0
万
円
、
保
障
期
間
を
平
成
1
5
年
1

月
1
日
か
ら
団
体
証
券
満
期
日
ま
で
と
し
、
以
降
毎
年
自
動
継
続

二
一
七



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
四
九
八
）

見
欄
に
は
、「
溺
水
に
よ
る
窒
息
死
と
認
め
ら
れ
る
が
、
内
因
性

の
原
因
は
不
詳
で
あ
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
Ｆ
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
で
あ
る
Ｇ
教
授
は
、
県

警
本
部
長
か
ら
の
鑑
定
嘱
託
を
受
け
、
Ａ
に
つ
い
て
再
度
の
解
剖

を
行
い
、
同
年
9
月
1
0
日
付
け
で
鑑
定
要
旨
を
作
成
し
た
（
以

下
「
本
件
鑑
定
書
」
と
い
う
）。

Ｘ
1
は
、
平
成
1
9
年
8
月
6
日
到
達
の
書
面
に
よ
っ
て
、
Ｙ

1
に
対
し
て
、
死
亡
補
償
金
を
請
求
し
、
Ｘ
2
（
Ａ
の
子
で
あ
り

現
在
Ｘ
1
の
代
表
取
締
役
を
務
め
て
い
る
）
は
、
平
成
1
9
年
4

月
1
6
日
到
達
の
書
面
に
よ
っ
て
Ｙ
2
、
平
成
1
9
年
4
月
1
9

日
到
達
の
書
面
に
よ
っ
て
Ｙ
3
、
平
成
1
9
年
4
月
2
日
到
達
の

書
面
に
よ
っ
て
Ｙ
4
に
対
し
、
死
亡
共
済
金
な
い
し
死
亡
保
険
金

を
請
求
し
た
が
、
支
払
い
を
拒
絶
さ
れ
た
（
な
お
、
Ｙ
4
に
つ
き
、

死
亡
保
険
金
2
0
0
万
円
及
び
災
害
特
約
死
亡
保
険
金
2
0
0
万

円
は
支
払
わ
れ
て
い
る
）
た
め
、
訴
え
を
提
起
し
た
。

東
京
地
裁
は
、
ま
ず
、
本
件
事
故
に
お
け
る
外
来
性
及
び
内
因

性
の
立
証
責
任
に
つ
き
、

「
1　

…
本
件
保
険
契
約
等
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
本
件
各
約
款
等
に
従
う
こ
と
と
さ
れ
、
本
件
各
約
款
等
に
よ
っ

て
、
本
件
保
険
契
約
等
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
被
保
険
者
が
急
激

る
も
の
）
に
加
入
し
た
。
同
保
険
の
養
老
保
険
約
款
に
は
、
被
保

険
者
が
基
本
契
約
の
効
力
発
生
後
1
年
6
ヶ
月
を
経
過
し
た
後
に

不
慮
の
事
故
等
を
直
接
の
原
因
と
し
て
被
害
の
日
か
ら
1
8
0
日

以
内
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
死
亡
保
険
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を

死
亡
保
険
金
受
取
人
に
支
払
う
（
保
険
金
の
倍
額
支
払
）（
2
4

条
1
項
）
が
、（
ａ
）
疾
病
（
法
定
伝
染
病
を
除
く
。）
を
直
接
の

原
因
と
す
る
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
き
、（
ｂ
）
精
神
障
害

中
に
又
は
酒
に
酔
っ
て
い
る
間
に
招
い
た
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
し

た
と
き
、（
ｃ
）
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
き
に
は
適

用
し
な
い
（
2
4
条
2
項
）
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
簡
易
生

命
保
険
契
約
の
契
約
当
事
者
（
保
険
者
）
と
し
て
の
地
位
は
、
郵

政
民
営
化
法
の
施
行
な
ど
を
受
け
、
Ｙ
4
が
承
継
し
て
い
る
）。

Ａ
は
、
平
成
1
9
年
3
月
1
8
日
午
後
3
時
こ
ろ
、
Ｘ
2
宅
の

浴
室
浴
槽
内
に
お
い
て
座
位
、
前
屈
位
で
顔
を
水
面
下
に
し
た
状

態
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
死
亡
が
確
認
さ

れ
た
。

Ｄ
外
科
所
属
の
Ｅ
医
師
は
、
平
成
1
9
年
3
月
1
8
日
、
Ａ
の

死
体
検
案
及
び
解
剖
を
実
施
し
、
死
体
検
案
書
を
作
成
し
た
。
本

件
検
案
書
に
は
、
Ａ
の
直
接
死
因
は
溺
水
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

溺
水
の
原
因
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
解
剖
所

二
一
八



入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
四
九
九
）

事
故
と
死
亡
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｙ
ら
は
、
Ａ
の
溺
死
の
原
因
が
内
因
性
の
も

の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
Ａ
の
疾
病
（
身
体
の
諸
機
能
の
障

害
）
を
原
因
と
す
る
こ
と
を
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
、
Ｘ
ら
の
各

被
告
に
対
す
る
保
険
金
等
支
払
義
務
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
た
。

そ
し
て
、
本
件
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
、
認
定
事
実
に
よ
る
と
、

「
2
…
（
2
）
…
Ａ
は
転
倒
等
の
外
力
を
受
け
ず
に
浴
槽
内
の
湯

を
吸
入
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
…
浴
槽
内
で
入
浴
中
に
何
ら
か
の

原
因
に
よ
っ
て
、
身
体
の
防
御
反
応
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
の
で
き

な
い
意
識
消
失
状
態
に
至
っ
た
こ
と
を
推
認
で
き
」
る
と
し
た
。

そ
し
て
、
意
識
消
失
に
至
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、（
ア
）
Ａ
に
は

（
軽
度
の
）
心
肥
大
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、（
イ
）
Ａ
の
心
臓
に
小

線
維
化
が
認
め
ら
れ
る
（
虚
血
性
の
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を

推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
こ
と
、（
ウ
）
Ａ
の
右
冠
状
動
脈
に

は
3
0
％
の
狭
窄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、（
エ
）
Ａ
は
当

時
7
5
歳
と
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
、
高
血
圧
症
に
よ
り
長
期
（
約

1
0
年
）
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
治
療
・
投
薬
を
受
け
て
い
た
こ

と
か
ら
す
る
と
、「
本
件
事
故
当
時
、
Ａ
の
心
血
管
系
へ
の
負
荷

は
相
当
程
度
重
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
Ａ
の
心
臓
は
、
虚
血
性
心

か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
又
は
不
慮
の
事
故
等
に
よ
っ
て
そ
の
身

体
に
傷
害
を
受
け
た
と
き
（
以
下
「
外
来
性
要
件
」
と
い
う
。）、

本
件
各
約
款
等
に
従
っ
て
死
亡
補
償
費
、
死
亡
共
済
金
、
死
亡
保

険
金
等
（
以
下
「
保
険
金
等
」
と
い
う
。）
の
保
険
料
を
支
払
う

旨
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
件
各
約
款
等
は
、
こ
の
外
来
性
要

件
が
定
め
ら
れ
た
規
定
と
は
別
に
、
保
険
金
等
の
支
払
の
免
責
規

定
と
し
て
、
各
被
告
ご
と
に
若
干
規
定
の
仕
方
や
表
現
方
法
に
差

異
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
被
保
険
者
の
疾
病
に
よ
っ
て
生
じ
た
傷

害
に
つ
い
て
は
保
険
金
等
を
支
払
わ
な
い
旨
の
規
定
を
置
い
て
い

る
…
。
こ
の
よ
う
な
本
件
保
険
契
約
等
及
び
本
件
各
約
款
等
の
文

言
や
構
造
に
照
ら
す
と
、
保
険
金
等
請
求
者
は
、
外
部
か
ら
の
作

用
に
よ
る
事
故
と
被
保
険
者
の
傷
害
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が

あ
る
こ
と
を
主
張
、
立
証
す
れ
ば
足
り
、
被
保
険
者
の
傷
害
が
被

保
険
者
の
疾
病
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
ま
で

主
張
、
立
証
す
べ
き
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
判
所
平
成
一
九
年
七
月
六
日
第
二
小
法
廷

判
決
・
民
集
6
1
巻
5
号
1
9
5
5
頁
）。

本
件
に
お
い
て
、
Ａ
の
死
亡
の
直
接
の
原
因
は
溺
死
、
す
な
わ

ち
入
浴
中
の
溺
水
吸
引
に
よ
る
窒
息
で
あ
り
…
、
本
件
事
故
は
Ａ

の
身
体
の
外
部
か
ら
の
作
用
に
よ
る
事
故
で
あ
る
こ
と
及
び
本
件

二
一
九
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ま
た
、
飲
酒
に
よ
る
酩
酊
が
関
与
し
て
い
る
と
の
主
張
に
対
し
て

も
、「
Ａ
は
、
本
件
事
故
当
時
、
軽
度
酩
酊
状
態
で
あ
っ
た
に
す

ぎ
ず
…
、
軽
度
酩
酊
の
程
度
で
は
、
身
体
の
防
御
反
応
に
よ
っ
て

誤
っ
て
吸
入
し
た
水
を
吐
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
か
ら
、
本
件
事
故
の
原
因
が
Ａ
の
飲
酒
酩
酊
に
あ
っ
た
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
し
た
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
東
京
地
裁
は
、「
Ａ
が
意
識
消
失
に
至
っ

た
原
因
は
、
入
浴
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
内
臓
循
環
血
液
量
の
減

少
に
よ
る
心
筋
虚
血
、
虚
血
性
心
疾
患
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か

ら
、
本
件
事
故
の
直
接
の
原
因
は
溺
水
に
よ
る
窒
息
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
溺
水
は
、
Ａ
の
身
体
内
部
の
疾
病
に
よ
っ
て
生
じ
た
も

の
と
し
て
、
本
件
保
険
契
約
等
に
お
け
る
保
険
金
等
の
免
責
要
件

を
満
た
し
、
Ｘ
ら
は
、
Ｙ
ら
に
対
し
て
、
本
訴
請
求
に
か
か
る
保

険
金
等
を
請
求
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
訴
え

を
斥
け
た
た
め
、
Ｘ
ら
が
控
訴
し
た
。

三　

判
旨
（
控
訴
棄
却
（
上
告
））

「
1　

当
裁
判
所
も
、
Ａ
の
死
因
は
溺
水
に
よ
る
窒
息
で
あ
っ

て
、
外
来
性
の
要
件
は
充
た
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
原
因
は
内
因

性
の
疾
病
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
各
請
求
権
に
つ

疾
患
を
発
症
し
う
る
虚
血
性
病
変
の
あ
る
心
臓
で
あ
っ
た
と
推
認

で
き
る
。
そ
し
て
、
Ａ
が
入
浴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
表
面
の

温
度
が
体
温
よ
り
高
ま
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
体
表
面
の
皮
膚
及

び
近
接
組
織
の
毛
細
血
管
等
が
拡
張
し
、
そ
れ
ら
の
部
位
に
お
け

る
循
環
血
液
量
が
増
す
た
め
、
内
臓
の
循
環
血
液
量
が
減
少
し
て
、

前
記
認
定
の
よ
う
に
虚
血
性
病
変
の
あ
っ
た
Ａ
の
心
臓
は
、
心
筋

虚
血
又
は
虚
血
性
心
不
全
を
起
こ
し
、
心
筋
が
必
要
と
す
る
だ
け

の
血
液
が
不
足
す
る
心
筋
障
害
を
生
じ
て
意
識
消
失
の
状
態
と
な

り
、
そ
の
結
果
、
誤
っ
て
水
を
吸
引
し
た
場
合
の
身
体
の
防
御
反

応
に
よ
っ
て
そ
の
水
を
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
溺
水
に
よ
っ

て
死
亡
し
た
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
た
。

他
方
、
入
浴
中
の
溺
死
の
原
因
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
心
疾
患

や
脳
血
管
疾
患
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
近
年
の
研
究

を
証
拠
と
し
て
援
用
し
た
Ｘ
ら
の
主
張
に
対
し
て
は
、「
Ｘ
ら
が

援
用
す
る
証
拠
は
、
高
温
浴
に
対
す
る
一
般
的
な
注
意
を
呼
び
掛

け
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
り
、
一
般
論
と
し
て
、
入

浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
、
熱
中
症
等
に
よ
る
意
識
消
失
が
原
因
と

な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
熱
中
症

等
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
は
な
い

以
上
、
こ
れ
を
直
ち
に
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
し
、

二
二
〇



入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
五
〇
一
）

に
つ
い
て
主
張
す
る
の
で
、
補
足
的
に
説
明
す
る
。

（
1
）
心
肥
大
に
つ
い
て

Ｘ
ら
は
、
Ｈ
意
見
書
を
援
用
し
て
、
心
胸
郭
比
5
0
％
の
前
半

ま
で
は
許
容
さ
れ
る
の
で
、
5
3
％
は
正
常
範
囲
内
と
さ
れ
て
お

り
、
Ａ
は
、
心
肥
大
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
も
な
く
、
そ
の
症
状
も

な
か
っ
た
か
ら
、
心
肥
大
と
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ａ
が
死
亡
す
る
1
6
日
前
に
撮
影
さ
れ
た
胸

部
Ｘ
線
写
真
に
よ
っ
て
心
胸
郭
比
は
5
3
％
と
測
定
さ
れ
、
本
件

鑑
定
に
お
け
る
測
定
に
よ
れ
ば
、
心
臓
の
重
量
が
正
常
値
を
2

0
％
以
上
超
え
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
数
値

的
に
は
正
常
域
に
あ
る
と
は
い
い
難
く
、
虚
血
性
心
疾
患
を
引
き

起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
、

Ｉ
意
見
書
に
お
い
て
は
…
Ａ
の
心
臓
重
量
が
同
人
の
体
重
に
基
づ

く
正
常
重
量
…
よ
り
6
3
グ
ラ
ム
（
2
0
％
を
超
え
て
い
る
。）

も
重
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
…
心
肥
大
が
存
在
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｊ
意
見
書
に
お
い
て
も
、
心
胸
郭
比
及
び
心
臓
の
重
量
の

測
定
結
果
か
ら
Ａ
に
心
肥
大
が
あ
る
と
認
め
、
さ
ら
に
本
件
鑑
定

を
行
っ
た
Ｇ
教
授
も
…
軽
度
の
心
肥
大
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
回

答
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
は
相
当
の

理
由
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
…

い
て
の
免
責
の
要
件
に
該
当
す
る
の
で
、
Ｘ
ら
の
Ｙ
ら
に
対
す
る

請
求
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
く
、
棄
却
す
べ
き
も
の
と
判
断
す
る
。

そ
の
理
由
は
、
当
審
に
お
け
る
当
事
者
の
主
張
に
か
ん
が
み
補
足

説
明
を
加
え
る
ほ
か
は
、
原
判
決
の
『
事
実
及
び
理
由
』
欄
の

『
第
四　

当
裁
判
所
の
判
断
』
の
1
及
び
2
…
の
と
お
り
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。

2　

本
件
に
お
い
て
は
、
Ａ
が
入
浴
中
に
意
識
障
害
に
陥
り
、

そ
の
結
果
溺
水
に
よ
り
窒
息
死
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
原
因
と

し
て
は
、
同
人
に
は
、
蘇
生
術
の
施
行
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
肋

骨
の
骨
折
の
ほ
か
に
は
転
倒
等
に
よ
る
外
部
か
ら
の
作
用
に
よ
る

傷
害
が
存
し
な
か
っ
た
こ
と
、
他
方
、
心
疾
患
を
疑
わ
せ
る
胸
痛
、

高
血
圧
な
ど
の
既
往
が
あ
っ
た
こ
と
、
心
肥
大
、
心
筋
内
の
小
線

維
化
、
右
冠
動
脈
の
約
3
0
％
の
狭
窄
等
の
病
変
が
あ
っ
た
上
、

そ
の
体
内
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
が
検
出
さ
れ
て
軽
度
の
酩
酊
状
態
に

あ
っ
た
こ
と
、
加
え
て
Ａ
が
7
5
歳
と
い
う
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
同
人
の
心
臓
は
虚
血
性
心
疾
患
を
発
症
し
得
る
状
態
に

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
入
浴
に
よ
っ
て
内
臓
の
循
環
血
液
量
が
減
少
し
、

心
筋
虚
血
又
は
虚
血
性
心
不
全
を
発
症
し
た
た
め
に
意
識
を
消
失

し
て
溺
水
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

Ｘ
ら
は
、
Ｈ
意
見
書
を
提
出
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
Ａ
の
死
亡
原
因

二
二
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（
3
）　

右
冠
動
脈
の
3
0
％
狭
窄
に
つ
い
て

Ｘ
ら
は
、
Ｈ
意
見
書
を
援
用
し
て
、
冠
状
動
脈
の
3
0
％
狭
窄

は
病
的
な
も
の
で
な
く
、
血
流
低
下
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
な
い

と
主
張
す
る
。
…

こ
れ
に
対
し
、
Ｉ
意
見
書
は
、
冠
動
脈
狭
窄
の
程
度
及
び
そ
の

病
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
冠
動
脈
造
影
検
査
を
行
っ
た
際
の

Ａ
Ｈ
Ａ
分
類
に
則
っ
て
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
解
剖
所
見
に
よ
る

3
0
％
の
狭
窄
は
Ａ
Ｈ
Ａ
分
類
で
は
2
6
〜
5
0
％
と
評
価
さ

れ
、
病
的
意
識
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
Ａ
に
つ
い
て
は
回
施
枝
の

1
本
が
極
め
て
細
い
と
い
う
解
剖
所
見
が
あ
り
、
…
Ａ
の
上
記
狭

窄
は
通
常
人
よ
り
も
病
的
意
義
が
大
き
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｊ
意
見
書
も
、
3
0
％
の
冠
動
脈
狭
窄
は
、
急
性
冠
症
候
群

を
発
生
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

上
記
各
見
解
に
対
し
、
Ｈ
意
見
書
が
3
0
％
の
狭
窄
は
虚
血
性

心
疾
患
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
根
拠
・
理
由
は
明
ら
か
で

は
な
く
、
少
な
く
と
も
冠
動
脈
狭
窄
が
心
筋
虚
血
・
虚
血
性
心
不

全
の
要
因
と
な
り
得
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

（
4
）　

以
上
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
Ａ
に
見
ら
れ
た

心
肥
大
、
小
線
維
化
及
び
冠
動
脈
狭
窄
が
虚
血
性
心
疾
患
の
原
因

と
は
な
ら
な
い
と
す
る
Ｈ
意
見
書
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
2
）
心
筋
の
小
線
維
化
に
つ
い
て

Ｘ
ら
は
、
Ｈ
意
見
所
を
援
用
し
て
、
本
件
鑑
定
の
病
理
組
織
学

的
検
査
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
心
筋
内
に
散
在
す
る
小
線
維
化
は
、

そ
れ
が
右
冠
動
脈
に
認
め
ら
れ
た
3
0
％
の
狭
窄
部
分
に
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
顕
微
鏡
で
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る

か
ら
、
軽
微
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
致
命
的
な
欠
陥
と
な
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
と
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
線
維
化
は
、
心
筋
細
胞
へ
の
血
液
の
供
給

が
不
足
し
、
心
筋
細
胞
が
壊
死
し
、
瘢
痕
化
し
て
い
る
状
態
を
指

す
と
こ
ろ
、
Ｇ
教
授
は
、
…
小
線
維
化
…
を
原
因
に
し
て
あ
る
程

度
の
心
虚
血
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り

…
、
Ｉ
意
見
書
で
は
…
小
線
維
化
を
虚
血
性
心
疾
患
の
原
因
と
し

て
お
り
、
Ｊ
意
見
書
に
お
い
て
は
、
小
線
維
化
が
散
在
し
て
い
る

こ
と
は
、
Ａ
の
虚
血
性
心
疾
患
の
発
症
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
な

い
が
、
他
の
要
因
と
複
合
的
に
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
し
て

い
る
。
…
小
線
維
化
が
…
散
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
人

の
心
臓
全
体
に
病
変
が
存
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ

だ
け
で
決
定
的
な
要
因
に
な
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、

虚
血
性
心
疾
患
の
原
因
と
な
り
得
る
要
因
と
す
る
こ
と
は
合
理
的

な
見
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
…

二
二
二



入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
五
〇
三
）

少
な
く
と
も
4
1
〜
4
2
℃
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
重
傷

の
熱
中
症
が
失
神
・
一
過
性
の
意
識
消
失
を
も
た
ら
し
た
旨
主
張

す
る
が
、
Ｉ
意
見
書
に
よ
る
と
、
熱
中
症
に
な
っ
た
の
に
入
浴
を

継
続
す
る
と
は
通
常
考
え
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
熱
中
症
に

特
徴
的
な
肺
水
腫
、
腎
の
混
濁
腫
脹
、
脳
の
浮
腫
、
消
化
管
粘
膜

の
出
血
等
の
身
体
的
所
見
が
解
剖
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と
な
っ
て

い
な
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
照
ら
す
と
、
上
記
主
張
を
採

用
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
Ａ
の
入
浴
時
に
お
け
る
意
識
障
害
は
、
酩
酊
や

入
浴
に
よ
る
血
流
の
変
化
等
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
否
定

で
き
な
い
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、
Ａ
の
心
臓
に
存
し
た
心
肥

大
、
小
線
維
化
及
び
冠
動
脈
狭
窄
と
い
う
病
変
が
心
筋
虚
血
又
は

虚
血
性
心
不
全
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
意
識
消
失
の
状
態
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
水
を
飲
み
込
ん
だ
場
合
の
身
体
の
防
御
反
応
に
よ
っ

て
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
溺
死
に
至
っ
た
と
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。」

四　

本
判
決
の
検
討

1　

傷
害
保
険
に
お
け
る
事
故
の
外
来
性
に
つ
い
て
、
か
ね
て

よ
り
、
学
説
で
は
「
原
因
が
身
体
の
外
部
に
あ
る
こ
と
」
を
い
い
、

そ
し
て
、
Ｉ
意
見
書
及
び
Ｊ
意
見
書
に
よ
れ
ば
、
生
前
に
Ａ
に
存

し
た
こ
れ
ら
の
病
変
は
、
虚
血
性
疾
患
の
原
因
と
な
り
得
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
Ａ
に
高
血
圧
の
既
往
が
あ
り
、
血
圧
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
不
良
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
飲
酒
の
上
で
入
浴
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
複
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
入

浴
時
に
お
け
る
Ａ
の
意
識
障
害
を
発
生
さ
せ
た
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

Ｘ
ら
は
、
本
件
鑑
定
が
、
飲
酒
に
よ
る
酩
酊
が
関
与
し
た
可
能

性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
疾
病
な
ど
他
の
要
因
を
挙
げ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
Ａ
の
入
浴
時
の
意
識
障
害
の
原
因
は
飲
酒
に
よ
る
酩

酊
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
Ｇ
教
授
は
、
本
件
解
剖
の
目
的
が
直

前
の
交
通
事
故
と
死
亡
と
の
因
果
関
係
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
り
、
鑑
定
書
も
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
記
載
さ
れ
て
い

る
と
し
て
お
り
…
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ａ
の
死
亡
に
内
因
性
の
疾
病

が
関
与
し
た
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

ま
た
、
Ｘ
ら
は
、
現
在
の
医
学
で
は
、
入
浴
中
の
死
亡
事
故
の

原
因
と
し
て
熱
中
症
等
の
身
体
的
変
化
に
よ
り
入
浴
中
の
溺
死
が

生
じ
る
こ
と
が
常
識
と
な
っ
て
お
り
、
Ｈ
意
見
書
を
援
用
し
て
、

本
件
鑑
定
に
お
け
る
直
腸
温
か
ら
推
定
さ
れ
る
死
亡
時
の
そ
れ
が

二
二
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
五
〇
四
）

月
一
八
日
判
時
2
0
0
6
号
1
5
6
頁
、
神
戸
地
判
平
成
一
八
年

五
月
一
〇
日
判
例
集
未
登
載
な
ど
。
い
ず
れ
も
外
来
性
を
否
定
。）

も
、
立
証
責
任
に
つ
い
て
基
本
的
に
は
同
様
の
立
場
に
立
っ
て
い

た
（
た
だ
し
、
上
記
の
石
田
博
士
の
見
解
と
は
異
な
り
、
厳
格
な

証
明
を
要
求
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
）
と
さ
れ
る
（
福
田
弥
夫
「
判

批
」
判
例
評
論
6
0
4
号
2
5
頁
（
2
0
0
9
年
）。
な
お
、
大

阪
高
判
平
成
一
九
年
四
月
二
六
日
判
時
2
0
0
6
号
1
4
6
頁
は
、

内
的
要
因
に
よ
る
も
の
で
な
い
旨
の
一
応
の
証
明
が
あ
る
と
し
て

外
来
性
を
肯
定
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
福
田
・
前
掲
2

6
頁
））。
他
方
、
原
則
と
し
て
保
険
金
請
求
者
に
立
証
責
任
が
あ

る
と
し
つ
つ
も
、
直
接
の
死
因
が
身
体
の
外
部
に
あ
る
こ
と
を
立

証
す
れ
ば
間
接
的
な
原
因
が
内
部
に
原
因
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

ま
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
は
な
い
と
（
間
接
原
因
に
つ
い
て
の
立

証
責
任
を
事
実
上
保
険
者
側
に
転
換
）
し
て
、
外
来
性
を
肯
定
し

た
事
例
（
大
阪
高
判
平
成
一
七
年
一
二
月
一
日
判
時
1
9
4
4
号

1
5
4
頁
）
も
あ
っ
た
が
、
少
数
に
と
ど
ま
り
、
判
旨
に
対
し
て

疑
問
も
呈
さ
れ
て
い
た
（
石
田
満
（
編
）
保
険
判
例
2
0
0
9
・

2
6
5
頁
（
保
険
毎
日
新
聞
社
、
2
0
0
9
年
）、
佐
野
誠
「
判

批
」
損
害
保
険
研
究
6
9
巻
3
号
2
3
8
頁
以
下
（
2
0
0
7

年
）
な
ど
）。

原
因
の
外
来
性
が
要
求
さ
れ
る
（
疾
病
等
身
体
の
内
部
に
起
因
す

る
も
の
は
排
除
さ
れ
る
）
と
解
す
る
見
解
が
多
数
を
占
め
て
お
り

（
石
田
満
「
傷
害
保
険
契
約
に
お
け
る
立
証
責
任
」
保
険
契
約
法

の
論
理
と
現
実
2
9
9
頁
（
有
斐
閣
、
1
9
9
5
年
）、
山
下
友

信
・
保
険
法
4
5
4
頁
（
有
斐
閣
、
2
0
0
5
年
）、
江
頭
憲
治

郎
・
商
取
引
法
〔
第
6
版
〕
5
2
1
頁
（
弘
文
堂
、
2
0
1
0

年
））、
傷
害
事
故
が
疾
病
に
よ
る
の
で
は
な
い
こ
と
の
立
証
責
任

は
保
険
金
請
求
者
側
が
負
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
（
石
田
・
前
掲

書
3
0
4
頁
。
も
っ
と
も
、
そ
の
証
明
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
い

わ
ゆ
る
一
応
の
証
明
で
足
り
る
か
ら
、
保
険
金
請
求
者
側
に
著
し

く
不
利
益
を
及
ぼ
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
（
同
3
0
1
頁
）
と
解

さ
れ
て
）
き
た
（
こ
れ
に
対
し
て
、
外
部
か
ら
の
被
保
険
者
の
身

体
へ
の
作
用
の
有
無
の
み
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
（
傷
害
事
故
が
疾

病
に
起
因
す
る
こ
と
の
立
証
責
任
は
保
険
者
側
が
負
う
）
と
解
す

る
少
数
説
（
潘
阿
憲
「
傷
害
保
険
契
約
に
お
け
る
傷
害
事
故
の
外

来
性
の
要
件
に
つ
い
て
」
都
法
4
6
巻
2
号
2
4
8
頁
（
2
0
0

6
年
））
も
あ
っ
た
）。

入
浴
中
の
溺
死
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
（
横
浜
地
判
平

成
七
年
九
月
二
二
日
判
例
集
未
登
載
、
福
岡
高
判
平
成
八
年
四
月

二
五
日
判
時
1
5
7
5
号
1
2
6
頁
、
神
戸
地
判
平
成
一
八
年
一

二
二
四



入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
五
〇
五
）

判
例
の
考
え
方
を
被
保
険
者
が
入
浴
中
に
溺
れ
て
傷
害
を
負
っ
た

場
合
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
と
、
保
険
金
請
求
者
は
、
被
保
険

者
が
入
浴
中
に
溺
れ
た
こ
と
と
傷
害
と
の
相
当
因
果
関
係
を
主

張
・
立
証
す
れ
ば
足
り
（
溺
れ
た
原
因
に
つ
い
て
は
主
張
立
証
責

任
を
負
わ
な
い
）、
保
険
者
に
お
い
て
、
抗
弁
と
し
て
、
溺
れ
た

原
因
が
心
臓
発
作
等
の
疾
病
（
身
体
の
内
部
的
原
因
）
に
よ
る
こ

と
を
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
塩
崎
ほ
か
・
前
掲
6
3

8
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
入
浴
中
の
溺
死
の
ケ
ー
ス
と
平
成
1
9
年
7

月
最
判
の
ケ
ー
ス
と
で
は
、
外
来
性
の
判
断
に
関
す
る
問
題
点
は

若
干
異
な
る
（
溺
死
の
場
合
、
意
識
障
害
の
発
生
↓
溺
水
↓
溺
死

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
の
に
対
し
て
、
餅
を
の
ど
に
つ
ま
ら

せ
る
場
合
は
、
嚥
下
障
害
が
直
ち
に
窒
息
死
を
も
た
ら
す
と
い
う

違
い
が
あ
る
）
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る
見
解
（
福
田
・

前
掲
2
7
頁
）
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
な
ど

の
既
往
症
の
あ
る
高
齢
者
の
溺
死
に
関
す
る
事
案
で
あ
る
、
福
岡

高
判
平
成
一
八
年
一
一
月
一
六
日
（
平
成
1
7
年
（
ネ
）
第
9
4

0
号
）
で
は
、
外
来
性
の
証
明
に
関
し
て
平
成
1
9
年
7
月
最
判

と
は
明
ら
か
に
異
な
る
内
容
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
（
外
来
性

に
つ
い
て
「
被
保
険
者
の
身
体
外
の
要
因
の
作
用
に
よ
り
保
険
事

し
か
し
、
上
記
の
学
説
（
多
数
説
）
や
主
た
る
裁
判
例
の
立
場

と
は
異
な
り
、
最
高
裁
は
、
平
成
1
9
年
7
月
最
判
（
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
罹
患
者
が
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
重
度
後
遺
障
害
を

負
っ
た
事
案
）
に
お
い
て
、
外
来
性
を
「
身
体
の
外
部
か
ら
の
作

用
」
と
解
し
て
、
そ
こ
に
は
傷
害
が
疾
病
等
身
体
の
内
部
に
起
因

す
る
場
合
も
含
ま
れ
る
と
す
る
判
断
を
示
し
（
石
田
清
彦
「
判

批
」
保
険
法
判
例
百
選
2
0
1
頁
（
2
0
1
0
年
））、
約
款
の
構

造
文
言
に
照
ら
せ
ば
、
保
険
金
請
求
者
は
、
外
部
か
ら
の
作
用
に

よ
る
事
故
と
傷
害
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
主

張
・
立
証
す
れ
ば
足
り
、
傷
害
が
疾
病
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
主
張
・
立
証
責
任
を
負
わ
な
い
と
判

示
し
た
（
さ
ら
に
、
近
年
、
最
高
裁
は
、
嘔
吐
物
の
誤
嚥
に
よ
る

窒
息
死
が
外
来
性
の
要
件
を
満
た
す
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事
案
に

お
い
て
も
、「
誤
嚥
は
、
嚥
下
し
た
物
が
食
道
に
で
は
な
く
気
管

に
入
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
り
、
身
体
の
外
部
か
ら
の
作
用
を
当

然
に
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
作
用
に
よ
る
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
件
約
款
に
い
う
外
来
の
事
故
に
該
当
す
る

と
解
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
（
最
判
平
成

二
五
年
四
月
一
六
日
判
時
2
2
1
8
号
1
2
0
頁
））。

平
成
1
9
年
7
月
最
判
は
入
浴
中
の
溺
死
の
事
案
で
は
な
い
が
、

二
二
五



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
五
〇
六
）

険
金
請
求
者
が
主
張
立
証
責
任
を
負
う
と
い
う
立
場
に
立
つ
と
解

す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
（
福
田
・
前
掲
2
7
頁
）
と
す
る

見
解
も
あ
り
（
こ
の
見
解
の
ほ
か
に
も
、
上
記
不
受
理
決
定
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な
判
断
が
困
難
で
あ
り
、
今
後
の

判
例
動
向
を
待
つ
し
か
な
い
（
佐
野
・
前
掲
1
7
頁
）
と
の
指
摘

も
あ
る
）、
平
成
1
9
年
7
月
最
判
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
必
ず

し
も
一
致
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

2　

本
判
決
は
、
争
点
1
に
つ
い
て
、「
本
件
保
険
契
約
等
及

び
本
件
各
約
款
等
の
文
言
や
構
造
に
照
ら
す
と
、
保
険
金
等
請
求

者
は
、
外
部
か
ら
の
作
用
に
よ
る
事
故
と
被
保
険
者
の
傷
害
と
の

間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
主
張
、
立
証
す
れ
ば
足
り
、

被
保
険
者
の
傷
害
が
被
保
険
者
の
疾
病
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
ま
で
主
張
、
立
証
す
べ
き
責
任
を
負
う
も
の
で

は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
（
最
高
裁
判
所
平
成
一
九
年

七
月
六
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
6
1
巻
5
号
1
9
5
5
頁
）」

と
し
た
原
審
判
決
を
引
用
し
、
平
成
1
9
年
7
月
最
判
の
判
断
枠

組
み
（
保
険
金
請
求
者
は
、
傷
害
が
疾
病
を
原
因
と
し
て
生
じ
た

も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
主
張
・
立
証
責
任
を
負
わ
な
い
）

が
、
入
浴
中
の
溺
死
の
ケ
ー
ス
に
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
と
い
う

立
場
を
と
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

故
が
発
生
し
た
こ
と
を
い
い
、
身
体
の
内
部
的
要
因
に
基
づ
く
も

の
は
除
外
さ
れ
る
」
と
し
、
外
来
性
の
要
件
は
「
傷
害
保
険
に
お

け
る
保
険
金
請
求
権
の
成
立
要
件
で
あ
る
か
ら
、
保
険
金
請
求
者

に
お
い
て
主
張
立
証
す
べ
き
責
任
を
負
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相

当
」
と
い
う
一
般
論
を
示
し
た
う
え
で
、「
直
接
の
死
因
が
溺
水

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
因
を
問
う
こ
と
な
く
事
故
の
外
来

性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
」
ず
、「
内
因
性
の
原
因
に
よ
る
溺
死

で
あ
る
こ
と
が
相
当
程
度
考
え
ら
れ
る
本
件
事
故
に
お
い
て
は
、

い
ま
だ
外
来
性
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
判
示
し
た
）
と
こ
ろ
、
上
告
不
受
理
の
決
定
が
な
さ
れ
た

（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
一
九
年
七
月
一
九
日
上
告
不
受
理
決

定
（
平
成
1
9
年
（
受
）
第
2
4
6
号
）
の
は
、（
当
該
被
保
険

者
の
疾
病
が
明
確
で
あ
り
疾
病
が
入
浴
中
の
溺
死
の
原
因
と
な
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
た
め
と
す
る
見
解
（
小
林
和
則
「
判

批
」
保
険
事
例
レ
ポ
ー
ト
2
2
7
号
7
頁
（
2
0
0
8
年
））
も

あ
る
が
）
窒
息
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る
疾
病
の
寄
与
の
状
況

が
平
成
1
9
年
7
月
最
判
の
ケ
ー
ス
と
入
浴
中
の
溺
死
の
ケ
ー
ス

と
で
は
異
な
る
と
の
判
断
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
余
地
が
あ
り
、
ゆ
え
に
、
入
浴
中
の
溺
死
事
故
に
関
し
て
は
、

最
高
裁
は
、
い
ま
だ
傷
害
が
疾
病
に
よ
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
保

二
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入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
五
〇
七
）

掲
1
6
頁
）
か
ら
は
、
本
判
決
に
対
し
て
も
同
様
の
批
判
が
な
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
平
成
1
9
年
最
判
を
支
持
す
る
前
者
の
見
解

を
前
提
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
判
決
に
つ
い
て
は
賛
否
が

分
か
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ

た
ケ
ー
ス
と
入
浴
中
の
溺
死
の
ケ
ー
ス
と
で
、
外
来
性
の
判
断
に

関
す
る
問
題
点
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
（
か
ら
平
成
1
9
年
7
月
最

判
を
支
持
す
べ
き
論
拠
は
入
浴
中
の
溺
死
の
場
合
に
も
そ
の
ま
ま

妥
当
す
る
）
と
考
え
れ
ば
、
本
件
判
旨
は
正
当
で
あ
る
と
い
う
評

価
が
な
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
窒
息
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
対
す
る

疾
病
の
寄
与
の
状
況
の
違
い
か
ら
、
平
成
1
9
年
7
月
最
判
の
判

断
枠
組
み
は
入
浴
中
の
溺
死
の
ケ
ー
ス
に
は
そ
の
ま
ま
妥
当
せ
ず
、

入
浴
中
の
溺
死
事
故
に
関
し
て
は
、
傷
害
が
疾
病
に
よ
ら
な
い
こ

と
に
つ
い
て
保
険
金
請
求
者
が
主
張
立
証
責
任
を
負
う
（
福
田
・

前
掲
2
7
頁
参
照
）
と
解
す
る
場
合
に
は
、
判
旨
に
疑
問
が
呈
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

3　

本
件
事
故
（
溺
水
）
の
原
因
が
何
で
あ
る
か
（
争
点
②
）

に
つ
き
、
原
審
は
何
ら
か
の
原
因
に
よ
る
意
識
消
失
に
至
っ
た
も

の
と
推
認
し
、
意
識
消
失
に
至
っ
た
原
因
と
し
て
、（
ア
）
心
肥

大
、（
イ
）
心
臓
の
小
線
維
化
、（
ウ
）
右
冠
状
動
脈
の
狭
窄
、
及

び
（
エ
）
当
時
7
5
歳
と
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
、
長
期
に
わ
た
る

平
成
1
9
年
7
月
最
判
に
対
し
て
は
、「
傷
害
が
疾
病
を
原
因

と
し
て
生
じ
た
も
の
で
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
は
、
な
か
っ
た
こ

と
の
証
明
を
強
い
る
こ
と
に
な
」
り
、「
外
来
性
に
つ
い
て
は
偶

然
性
に
見
る
よ
う
な
強
度
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
は
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
困
難
な
消
極
事
実
の
証
明
を
共
済
金
請
求
者
に
強
い
る
の

は
酷
で
あ
」
る
と
し
て
判
旨
を
支
持
す
る
見
解
（
戸
出
正
夫
「
判

批
」
損
害
保
険
研
究
6
9
巻
4
号
1
6
7
〜
1
6
8
頁
（
2
0

0
8
年
））
が
多
数
で
あ
る
（
判
旨
賛
成
の
見
解
と
し
て
、
榊
素

寛
「
判
批
」
判
評
6
0
4
号
1
6
5
頁
（
2
0
0
9
年
）、
白
井

正
和
「
判
批
」
法
協
1
2
5
巻
1
1
号
2
6
3
2
頁
（
2
0
0
8

年
）、
竹
濱
修
「
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
3
7
号
1
1
1

頁
（
2
0
0
8
年
）、
山
野
嘉
郎
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
1
3
5

4
号
1
2
0
頁
（
2
0
0
8
年
）
な
ど
が
あ
る
）。
こ
れ
に
対
し

て
、「
外
来
性
要
件
の
判
断
要
素
か
ら
疾
病
起
因
性
の
み
を
排
除

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
来
性
と
い
う
概
念
の
構
成
要
素
を
分
割

す
る
こ
と
で
あ
り
、
技
巧
的
な
概
念
解
釈
と
思
わ
れ
る
。
…
一
連

の
事
実
関
係
を
全
体
的
に
評
価
し
て
外
来
の
事
故
で
は
な
い
と
す

る
こ
と
が
素
直
な
理
解
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
し
て
批
判

的
な
見
解
（
佐
野
・
前
掲
1
6
頁
）
も
あ
る
。

平
成
1
9
年
7
月
最
判
に
批
判
的
な
後
者
の
見
解
（
佐
野
・
前

二
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
五
〇
八
）

失
の
状
態
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
水
を
飲
み
込
ん
だ
場
合
の
身
体

の
防
御
反
応
に
よ
っ
て
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
溺
死
に
至
っ

た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
た
。

原
審
と
本
判
決
と
を
比
較
す
る
と
、
①
原
審
で
は
意
識
消
失
に

至
っ
た
原
因
の
一
つ
と
し
て
「
Ａ
は
当
時
7
5
歳
と
高
齢
で
あ
っ

た
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
判
決
で
は
、
そ
の
点
に
つ

い
て
言
及
が
な
い
こ
と
、
②
原
審
で
は
意
識
消
失
に
至
っ
た
原
因

を
「
…
心
筋
虚
血
、
虚
血
性
心
疾
患
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
と

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
判
決
は
、（
飲
酒
を
含
む
）
複
数
の

要
因
が
複
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
障
害
が
発
生
し
た
と
認
定

し
た
う
え
で
、「
基
本
的
に
は
、
…
心
肥
大
、
小
線
維
化
及
び
冠

動
脈
狭
窄
と
い
う
病
変
が
心
筋
虚
血
又
は
虚
血
性
心
不
全
を
も
た

ら
し
た
た
め
、
意
識
消
失
の
状
態
と
な
」
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と

が
主
な
相
違
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

①
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
原
審
判
決
は
「
高
齢
で

あ
っ
た
こ
と
」
自
体
を
疾
病
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
妥

当
で
は
な
い
（
高
齢
で
あ
る
場
合
に
は
何
ら
か
の
既
往
症
を
有
し

て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
ゆ
え
に
内
因
に
よ
る
意
識
消
失
を
原
因

と
す
る
入
浴
中
の
溺
死
の
件
数
も
相
対
的
に
多
数
に
の
ぼ
る
で
あ

ろ
う
。
実
際
に
、
高
齢
者
の
入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
は
疾
病
に

高
血
圧
症
の
治
療
歴
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
結
論
と
し
て
「
Ａ
が

意
識
消
失
に
至
っ
た
原
因
は
、
入
浴
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
る
内
臓

循
環
血
液
量
の
減
少
に
よ
る
心
筋
虚
血
、
虚
血
性
心
疾
患
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
た
。

控
訴
審
に
お
い
て
、
Ｘ
ら
は
、
原
審
の
挙
げ
た
（
ア
）
〜
（
ウ
）

の
認
定
を
覆
す
べ
く
、
Ｈ
意
見
書
を
提
出
し
た
た
め
、
本
判
決
は
、

専
門
家
の
意
見
書
・
鑑
定
書
を
比
較
・
検
討
し
て
、「
Ａ
に
見
ら

れ
た
心
肥
大
、
小
線
維
化
及
び
冠
動
脈
狭
窄
が
虚
血
性
心
疾
患
の

原
因
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
Ｈ
意
見
書
を
採
用
す
る
こ
と
は
で

き
」
ず
、「
Ｉ
意
見
書
及
び
Ｊ
意
見
書
に
よ
れ
ば
、
生
前
に
Ａ
に

存
し
た
こ
れ
ら
の
病
変
は
、
虚
血
性
疾
患
の
原
因
と
な
り
得
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
Ａ
に
高
血
圧
の
既
往
が
あ
り
、
血
圧
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
良
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
飲
酒
の
上
で
入
浴

し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
複
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

入
浴
時
に
お
け
る
Ａ
の
意
識
障
害
を
発
生
さ
せ
た
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
し
、
結
論
と
し
て
、「
Ａ
の
入
浴
時
に
お
け
る
意
識

障
害
は
、
酩
酊
や
入
浴
に
よ
る
血
流
の
変
化
等
が
関
与
し
て
い
る

こ
と
自
体
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、
Ａ
の
心

臓
に
存
し
た
心
肥
大
、
小
線
維
化
及
び
冠
動
脈
狭
窄
と
い
う
病
変

が
心
筋
虚
血
又
は
虚
血
性
心
不
全
を
も
た
ら
し
た
た
め
、
意
識
消

二
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入
浴
中
の
溺
死
に
つ
い
て
疾
病
免
責
が
認
め
ら
れ
た
事
例
（
梅
村
）

（
五
〇
九
）

す
る
立
場
（
前
掲
福
岡
高
判
平
成
八
年
四
月
二
五
日
、
前
掲
神
戸

地
判
平
成
一
八
年
一
月
一
八
日
な
ど
）
と
、
外
因
が
「
主
と
し

て
」
事
故
の
原
因
で
あ
れ
ば
足
り
る
（
全
体
の
大
部
分
を
外
来
的

な
要
因
が
占
め
て
い
れ
ば
、
疾
病
の
関
与
が
割
合
的
に
多
く
と
も

よ
い
）
と
す
る
立
場
（
名
古
屋
高
判
平
成
一
四
年
九
月
五
日
裁
判

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
、
大
阪
地
判
平
成
一
八
年
一
一
月
二
九
日

判
タ
1
2
3
7
号
3
0
4
頁
）
が
あ
っ
た
（
佐
野
・
前
掲
1
4
頁
、

福
田
・
前
掲
3
0
頁
）。（
本
判
決
の
よ
う
に
）
傷
害
が
疾
病
を
原

因
と
し
て
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
抗
弁
と
し
て
保
険
者
が
立
証
責

任
を
負
う
と
し
た
場
合
に
は
、
逆
に
、
外
因
が
「
専
ら
」
事
故
の

原
因
で
あ
る
か
を
考
慮
す
る
立
場
に
よ
れ
ば
、
保
険
者
の
側
で
既

往
症
が
軽
微
で
な
い
（
疾
病
の
割
合
が
き
わ
め
て
少
な
い
わ
け
で

は
な
い
）
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
に
な
る
の
に
対
し
て
、

「
主
と
し
て
」
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
既
往
症
が
「
主
と
し
て
」
事

故
の
原
因
と
な
っ
た
（
全
体
の
大
部
分
が
疾
病
に
よ
る
も
の
で
あ

る
）
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
（
福
田
・
前
掲

3
1
頁
）。

一
般
論
と
し
て
判
示
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
原

判
決
は
、
疾
病
以
外
の
要
因
（
酩
酊
や
入
浴
に
よ
る
血
流
の
変
化

等
）
が
関
与
し
て
い
る
と
の
主
張
を
排
斥
し
て
お
り
、「
主
と
し

よ
る
死
亡
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
意

識
喪
失
を
誘
引
す
る
内
因
的
な
疾
患
の
存
在
を
推
定
し
た
裁
判
例

（
前
掲
神
戸
地
判
平
成
一
八
年
一
月
一
八
日
）
も
あ
る
。
確
か
に
、

傷
害
保
険
制
度
に
お
い
て
、
保
険
者
は
、
疾
病
に
起
因
す
る
傷
害

に
つ
い
て
は
保
険
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と
を
前
提
に
（
上
記
の
よ

う
な
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
）
年
齢
や
既
往
歴
に
関
わ
ら
ず
一

定
額
の
保
険
料
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
個
別
の
事
案
か
ら
離

れ
て
、
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
疾
病
免
責
を
認
め
る
の
は
適
切

で
は
な
く
、
裁
判
所
は
、
保
険
者
に
対
し
て
、
然
る
べ
き
事
前
の

対
処
（
入
浴
中
の
溺
死
を
不
担
保
に
し
た
り
、
高
齢
者
の
保
険
料

を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
商
品
設
計
）
を
行
う
た
め
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
る
よ
う
な
解
釈
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
榊
・
前
掲

1
9
頁
、
白
井
・
前
掲
2
6
3
2
頁
参
照
））。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
点
に
関
す
る
言
及
を
控
え
た
判
旨
は
支
持
で
き
よ
う
。

ま
た
、
②
に
つ
い
て
言
え
ば
、
意
識
障
害
に
対
す
る
既
往
症
の

関
与
（
外
因
、
内
因
の
競
合
）
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う

点
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
保
険
金
請
求
者
が
外

来
性
の
主
張
立
証
責
任
を
負
う
こ
と
を
前
提
に
、
外
因
が
「
専

ら
」
事
故
の
原
因
で
あ
る
（
全
体
の
ほ
と
ん
ど
を
外
来
的
な
要
因

が
占
め
、
疾
病
の
割
合
は
き
わ
め
て
少
な
い
）
こ
と
を
要
す
る
と

二
二
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
五
一
〇
）

※
上
告
審
（
最
判
平
成
二
五
年
七
月
一
一
日
自
保
ジ
ャ
ー
ナ
ル
1
9

1
4
号
1
頁
）
で
は
、
実
質
的
な
審
理
が
な
さ
れ
ず
、
棄
却
・
不

受
理
が
確
定
し
て
い
る
。

て
」
の
立
場
に
近
く
、
本
判
決
は
、
疾
病
以
外
の
要
因
の
関
与
の

可
能
性
を
認
め
つ
つ
、「
基
本
的
に
は
」
疾
病
が
意
識
消
失
の
原

因
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
専
ら
」
の
立
場
に
近
い

も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
高
齢
者
の
場
合
、
既
往
症
が
全
く

な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
ろ
う
か
ら
、
何
ら
か
の
既
往
症

（
例
え
ば
、
重
篤
で
は
な
い
高
血
圧
症
）
を
有
す
る
こ
と
を
も
っ

て
、
安
易
に
意
識
消
失
の
原
因
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
く
、

最
新
の
医
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
（
前
掲
大
阪
高
判
平
成
一
九
年

四
月
二
六
日
は
、
新
た
な
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
高
齢
者
に
つ

い
て
、
溺
水
吸
引
に
よ
る
驚
愕
や
反
射
的
な
運
動
能
力
や
身
体
的

防
御
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
溺
水
の
際
に
本
能
的
な
自
力
救

命
作
業
が
発
動
さ
れ
ず
、
溺
死
す
る
可
能
性
を
認
め
て
、
意
識
障

害
が
内
因
的
な
疾
患
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い

と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
福
田
・
前
掲
1
7
5
頁
、
長
谷

川
仁
彦
「
判
批
」
石
田
満
（
編
）
保
険
判
例
2
0
1
0
・
1
1
4

頁
（
保
険
毎
日
新
聞
社
、
2
0
1
0
年
）
参
照
）、
慎
重
な
判
断

が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
件
認
定
事
実
を
前
提
と
す
る

か
ぎ
り
、
本
判
決
の
結
論
は
是
認
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

二
三
〇
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